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第６回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 申込書＜裏面＞
チャレンジド ＝ 「しょうがいのある人」を表す米語。挑戦する機会を与えられた選ばれた人の意味。


	１日　時　　平成２1年　１１月7日（土）    受付開始11時
２場　所  　唐津市民会館　　　　　　　
　　　　　　唐津市西城内６－３３　　　　　　　

　　　　　　TEL0955-７２―８２７８　 
３授産販売・ふれあいタイム・11：00～13：00　　　　　　　　　　　　　　　総合司会　梶川ゆり子
チャレンジドリボン(ピンバッジ・携帯ストラップ)（申し込み裏面）
どんぐり村のパンとシュークリーム、アルペン村のパン、太鼓の演奏
4公開討論会　※講師の都合等により当日直前まで全てのプログラムに変更の可能性がありますのでご了承ください。　　　　　　　　　　　

～障害者自立支援法から障害者総合福祉サービス法へのソフトランディングに向けて～ 
・13：00～13：30 ■障害者月間＆フォーラムオープニングセレモニー■
     障害者月間キックオフ宣言（ステージ・フロア一体となって）　＊リード役：福島龍三郎　　　　
フォーラム主催者挨拶　佐賀の福祉を進めるネットワーク代表藤木卓一郎

来賓挨拶　佐賀県知事 古川　康、県議会議長 留守茂幸、参議院議員 岩永浩美 (福)慈光会理事長
開催地挨拶　唐津市長坂井俊之　来賓紹介　障害者団体の長
・13：40～14：20 ■対談「障害児のいるくらし」■　
この企画は障害者理解を進めるために行いますので、学校の部活で頑張るアスリートたちの人間形成や学校の様々な課外活動としてふるってご参加ください(学生・引率者無料)。
古川　康　佐賀県知事 

松野明美　タレント、ソウル五輪陸上１万Ｍ日本代表選手　　　　　
・14：40～15：50 ■政権交代と障害者のくらし■
（進行）富吉賢太郎　佐賀新聞論説委員　

園田康博　衆議院議員、民主党障がい者政策推進議員連盟幹事長

衛藤晟一　参議院議員、自由民主党厚生労働部会長
・16：00～17：30 ■どうなる障害者自立支援法～改正法案廃案後のゆくえ～■
（進行）田中正博　全国地域生活支援ネットワーク代表

鈴木建一　厚生労働省障害保健福祉部企画官

尾上浩二　DPI日本会議事務局長、「障害者総合福祉サービス法の展望」著者 

福岡たかまろ　佐賀県地域生活支援ネットワーク顧問

・18：00～ 車座交流会・意見交換会　テーマ「魅力ある職場への挑戦」
　　　　　　長崎荘（０９５５－７２－２２５４市民会館左隣）参加費５，０００円
交流会仕切り人　　 北岡賢剛 滋賀県社会福祉事業団理事長

ゲストスピーカー   園田康博 衆議院議員
衛藤晟一 参議院議員、田中正博 全国地域生活支援ネットワーク代表
発表者（１法人10分）

ＮＰＯ法人すずらん・ぴあネット　梶川泰弘・梶川ゆり子

社会福祉法人スプリングひびき　福市知子・宮原里美
ＮＰＯ法人鹿陽会チャレンジド支援センター「ザ・鹿島」　森元義光・大庭めぐみ

ＮＰＯ法人佐賀げんき会佐賀みょうが塾Ｎファミリー管理者　野田理律子

ＮＰＯ法人ライフサポートハル　福島龍三郎

ＮＰＯ法人佐賀県難病支援ネットワーク　三原睦子、山本千恵子

４主　催　チャレンジドフォーラムinSAGA実行委員会、佐賀の福祉を進めるネットワーク、佐賀県地域生活支援ネットワーク
　全国地域生活支援ネットワーク

５後　援　厚生労働省、佐賀県、佐賀県教育委員会、佐賀県市長会、佐賀県町村会、佐賀県社会福祉協議会、唐津市、佐賀市

（予定）　朝日新聞社、毎日新聞社、西日本新聞社、佐賀新聞社、読売新聞佐賀支局、STSサガテレビ、NHK佐賀放送局


チャレンジドフォーラムinSAGA実行委員会事務局御中  　　　　　№　　　　　　　　

（ＦＡＸの場合）０９５２－９７－９１７５
（郵送の場合）〒849-0917佐賀市高木瀬町大字長瀬１９６番地３（障害者介護支援センター響（ひびき）内）

（E-mailの場合）fukuichi2001@yahoo.co.jp
（問い合わせ）０９５２－３２－７２３７山口、横尾　＜時間外090－9409－2878福市＞

第６回チャレンジドフォーラムinSAGA＜佐賀＞申込用紙

＜申込み締め切り１１月１日（ただし、定員になり次第締め切ります。）＞

	お申し込み･入金をいただいた方に後日パンフレット、受講票等を送付させていただきます。

受講票記載の番号「受講番号」は受付や受講者名簿等でも利用しますのでご承知おきください。


※団体・所属名を名札に
団体・所属名　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表記する・表記しない）  　　　　　　　  
                         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜負担金＞
①氏名　　　　　　　  　　　　　 （一般・当事者・保護者・学生資料有）、宿泊（  　 ）、車座交流会（　   ）         　円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②氏名　　　　　　　　　　　  （一般・当事者・保護者・学生資料有）、宿泊（   　）、車座交流会（  　 ）         　円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③氏名　　　　　　　　　　　　（一般・当事者・保護者・学生資料有）、宿泊（  　 ）、車座交流会（  　 ）       　　円
連絡先（℡）　 　 　　　　　　（FAX） 　　　　　　 　（E-mail）        　　　　             　
　　　

住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自宅・職場）

申し込み（担当）者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加形態（団体・個人）

※個人情報はチャレンジドフォーラムinSAGA以外では使用しません。                                   
■小・中・高・大学校　障害者理解課外活動・部活用申し込み　参加費無料＜資料無＞■
学校名　　　　         　　　　　　　　　部員数　　　　　　 　引率者数　      　　　　　　　　 
＜授産品申込数記入欄＞支払いは当日現品と交換で。
　チャレンジドリボン　ピンバッジ( 　　 )個　携帯ストラップ(　 　 )個　計(      )個  350円/1個
　
＜振込金額記入欄＞

１.参加費  ①一般（障害福祉・教育関係者など) 3,000円 ×  　　　　　人＝　　　　　　　　　円　
  ②当事者・保護者             　　 2,000円 ×　　　　　　人＝　　　　　　　　　円
③学生(資料あり)　　　　　　　　  1,000円 ×　　　　　　人＝　　　　　　　　　円
２.宿泊費

・唐津第一ホテル　１泊朝軽食つき
１部屋１人利用一人あたり 6,000円 ×　　  　人＝　　　　  　円 唐津市役所斜め前・ｼﾝｸﾞﾙ20部屋

３，車座交流会 （参加者　①・②・③　） 5,000円 × 　  　  　　人＝　　　 　 　　　　円
※締め切りの１１月１日を過ぎたらキャンセルに伴う払込金額の返金はいたしませんので、御了承いただき、
是非代わりの方の御参加をお願いいたします。参加されなかった場合は、資料を送付させていただきます。
　　
合計振込金額　１参加費＋２宿泊費＋３交流会＝　　　　　　　　　　円（入金予定日   　月   　日）　

　



振込先　佐賀銀行県庁支店　普通　１４８２８１２


チャレンジドフォーラム佐賀実行委員会　福市繁幸フクイチシゲユキ








※振込の際、ご自分の氏名の頭に、実行委員会から電話等でお知らせする番号（のちの受講番号）を記入してください。








[参加費(資料代)]  3,000円


当事者とその保護者は2,000円　学生(資料有)1000円


学生は資料なし無料。部活のあと、課外活動で参加ください











　　　　　　　　　  （ホームページアドレス）http://www.bunbun.ne.jp/~fukusan/

